
今後の研究会のあり方について 

 

１ 研究会概要 

〇「ともに生きる社会かながわ憲章」が目指す共生社会の実現に向けて、障がい当

事者、ひきこもり経験者、学識経験者及び行政を構成員として、メタバース生きづら

さの改善に活用できるのかを議論するため、「ともいきメタバース研究会」を立ち上げ

た。 

（※敬称略） 

  

 〇3か月に 1回程度開催し、現在、当事者の意見を踏まえ、R5県事業（ともいきメ

タバース講習会・展覧会［共生］、「神奈川県“つながり発見”パーク」（ひきこもり支

援）［青少年］の方向性を中心に議論している。 

 

２ 今後の方向性 

 県事業の実施に伴い、見えてきた成果や課題を踏まえ、今後、生きづらさの改善に

資するメタバースの活用について、さらに議論を深めていく必要があることから、メ

ンバーを増やし、継続して研究会を開催することとしたい。 
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